
【こぶとりじいさん】の進行に合わせた効果音セット

ストーリー 効果音
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昔々あるところに、右のほおに大きなこぶをさげたおじいさんがいました。

ある日おじいさんが木を切りに山へ出かけると、ひどい嵐にあいました。

雨宿りをしていると小雨になり、山の上から騒がしい声が聴こえてきました。

人がきたと安心して出ていこうとすると、声の主は人ではなく鬼だったので、おじ
いさんはびっくりして隠れました。

5 おじいさんが隠れている近くで、鬼たちが酒盛りを始めてしまいました。
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盛り上がった鬼たちはやがて踊り始めました。

鬼たちの様子を見ていたおじいさんは楽しくなって鬼の前に踊りながら出て行っ
てしまいました。

おじいさんの踊りに感心した鬼たちはおじいさんにまた来るように言いました。
おじいさんが約束を破らないように何か取り上げてしまおうと、鬼たちは相談し
ました。

しめた！と思ったおじいさんはこぶを取られては困ると嘘をつきました。

10 鬼がおじいさんのこぶを取りました。
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 おじいさんがこぶの取れた顔を触ってみると、つるつるになっていました。

おじいさんが家に帰ると、こぶがとれたおじいさんを見て、おばあさんは驚きまし
た。

左のほおにこぶがあるお隣のおじいさんは、きれいになったおじいさんに尋ねま
した。

ゆうべの出来事をお隣のおじいさんに話しました。

15 話を聞いたおじいさんが同じように隠れていると、鬼たちがきて、酒盛りを始めま
した。

C3:オープニング２（和）

C#3:雨３
D3:雷

D#3小雨
E3:ガヤガヤ（男声）

F3:せまる恐怖

F#3:ガヤガヤ（男声）

G3:小躍り

G#3：小躍り

A3:考え中

A#3:ちぐはぐ

B3: スポン

C4:キラキラ

C#4:場面転換（和やか）

D4: 悪だくみ

D#4:ちぐはぐ

E4:ガヤガヤ（男声）
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お隣のおじいさんは、ゆうべのおじいさんのように、鬼たちの前に出て踊りました

下手な踊りをみた鬼は怒って「こぶを返すからもう帰れ」と、おじいさんは右ほお
にこぶをつけられてしまいました。

18 両のほおにこぶをつけられたおじいさんは、悲しみながら家に帰って行きました
とさ。

F4:小躍り

F#4:ペタン

G4:エンディング（和）


